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6
月　

日　

、
第　

回
『
う
ず
ら

25

（日）

22

温
泉
＆
稲
倉
石
ま
つ
り
』
が
鶉
地

区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
降
雨
に
よ
り
会
場

は
、
う
ず
ら
温
泉
水
車
公
園
か
ら

屋
内
へ
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
鶉
中
全
校
生
徒
に
よ

る
太
鼓
『
走
楽
（
ら
ん
）
』
の
威
勢
の

良
い
演
奏
で
開
会
。
名
物
イ
ベ
ン

ト
『
う
ず
ら
大
声
大
会
』
で
は
「
う

ず
ら
温
泉
大
好
き
！
」「
厚
沢
部
愛

し
て
る
！
」
な
ど
と
叫
ぶ
参
加
者

も
い
て
会
場
は
拍
手
喝
采
。
ゆ
で

卵
を
食
べ
生
ビ
ー
ル
を
ス
ト
ロ
ー

で
飲
む
『
早
食
い
早
飲
み
競
争
』
や

『
そ
ば
早
食
い
競
争
』
で
は
好
勝
負

が
続
出
。『
寺
島
三
姉
妹
と
津
軽
三

味
線
杉
本
雅
人
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

ス
テ
ー
ジ
』
で
は
迫
力
あ
る
歌
声

と
三
味
線
の
音
色
で
参
加
者
の
心

は
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
レ
ザ
ー
ク

ラ
フ
ト
と
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
ブ
ー
ス

も
設
け
ら
れ
、
ま
つ
り
の
記
念
に

体
験
す
る
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第　

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

回
う
ず
ら
温
泉
＆
稲
倉
石
ま
つ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

222222222222222222222222222222222222222222

▼

祈願餅まき「幸運を掴んだのは誰？」
▼アンパンマンのネイルにニッコリ☆

▼

農協支店長自ら心を込めて調理中
▼レザークラフト＆ネイルを体験中

▼

鶉中太鼓走楽「く～決まってる～！」
▼早食い早飲み競争「熱き女の戦い！」

「足が痛い！」と苦悶の表情（そば早食い競争より「足が痛い！」と苦悶の表情（そば早食い競争より））心に響く渾身の叫び心に響く渾身の叫び！！（うずら大声大会より（うずら大声大会より））
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昨
年　

月
よ
り
、
厚
沢
部
中
学

11

校
近
接
地
に
建
設
し
て
い
ま
し
た

厚
沢
部
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
7
月　

日　

、

12

（水）

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
に
は
、
渋
田
町
長
や
町

議
会
議
員
、
工
事
関
係
者
ら　

名
31

が
出
席
。
渋
田
町
長
は
「
長
年
の
念

願
だ
っ
た
町
単
独
の
給
食
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
感
慨
深
い
。
幼
児

か
ら
高
齢
者
へ
の
食
事
提
供
の
ほ

か
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
機
能
も

備
え
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
役

割
を
持
つ
」
と
話
し
、
鈴
木
議
長
は

「
待
望
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
大
変
喜
ば
し
い
。
明
日
の
厚
沢

部
を
担
う
児
童
生
徒
の
食
育
が
推

進
で
き
る
。
地
元
食
材
を
活
用
し

地
産
地
消
に
よ
る
町
の
活
性
化
に

も
期
待
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

学
校
給
食
・
保
育
所
給
食
・
高
齢
者

配
食
の
3
つ
を
1
か
所
で
調
理
す

る
全
国
で
も
例
の
な
い
施
設
で
、

学
校
給
食　

食
、
保
育
所
給
食　

350

100

食
、
高
齢
者
配
食　

食
に
対
応
。
災

50

害
時
に
は
1
日
最
大
1
，
0
0
0

食
の
供
給
能
力
を
持
つ
調
理
機
器

を
導
入
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
専

用
の
調
理
室
も
整
備
し
ま
し
た
。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬なななななななななななななななな話話話話話話話話話話話話話話話話☆旬な話題題題題題題題題題題題題題題題題題☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合給給給給給給給給給給給給給給給給食食食食食食食食食食食食食食食食セセセセセセセセセセセセセセセセ厚沢部町総合給食センンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーター

　

ま
た
、
当
町
の
「
食
育
」
を
推
進

す
る
場
と
し
て
、
児
童
生
徒
や
一

般
の
方
も
利
用
可
能
な
『
多
目
的

会
議
室
』
を
配
置
し　

名
程
度
が

30

着
席
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

調
理
の
様
子
を
見
学
で
き
る
ほ
か

視
聴
覚
設
備
も
配
備
し
、
調
理
場

内
の
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
視
聴
す
る

こ
と
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
施
設
は
、『
道
内
初
』

と
な
る
設
計
・
施
工
、
調
理
・
配
送
・

維
持
管
理
業
務
を
民
間
事
業
者
が

一
括
し
て
行
う
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
（
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
を
採
用
。
民

間
事
業
者
の
発
想
を
取
り
入
れ
、

安
全
管
理
や
衛
生
管
理
等
に
配
慮

し
た
施
設
の
設
計
・
建
設
、
維
持
管

理
と
運
営
業
務
を
一
体
的
か
つ
長

期
的
に
事
業
者
に
委
ね
、
民
間
の

技
術
力
と
経
営
能
力
等
を
活
か
し

時
代
の
先
を
行
く
施
設
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

係
（
☎

5
6
‐
1
1
4
7
）
へ
、
お
願

い
し
ま
す
。

※
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
全
容
は

　

次
の
頁
で
紹
介
し
ま
す
。

全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国ででででででででででもももももももももも例例例例例例例例例例ののののののののののなななななななななないいいいいいいいいい施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設全国でも例のない施設ががががががががががが

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町にににににににににに完完完完完完完完完完成成成成成成成成成成厚沢部町に完成！！！！！！！！！！！
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給食センターの『木質調』の外壁と太鼓山の『緑』、清々しい『青空』とのコントラストは素敵給食センターの『木質調』の外壁と太鼓山の『緑』、清々しい『青空』とのコントラストは素敵！！



4

給食

保育所給食

総合給食センター
容を紹介します！
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学校

高齢者配食

厚沢部町
全
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総務政策課からのお知らせ
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『
認
知
症
か
な
？
』
と

思
っ
た
ら
・
・
・

石 田 和 子

ごめんください
保健師です

329

「
人
の
名
前
が
で
て
こ
な
い
」

「
物
の
置
き
場
所
を
忘
れ
る
」

と
い
っ
た
事
は
年
を
と
る
と
大
な

り
小
な
り
誰
も
が
経
験
し
ま
す
。

例
え
ば
、
朝
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
思

い
出
せ
な
い
と
い
う
事
が
、
認
知

症
に
な
る
と
朝
食
を
食
べ
た
こ
と

自
体
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

☆
加
齢
に
伴
う
物
忘
れ
☆

◇
体
験
し
た
事
の
一
部
を
忘
れ
る

◇
物
忘
れ
を
自
覚
で
き
る

◇
ヒ
ン
ト
を
だ
す
と
思
い
出
せ
る

◇
年
次
や
日
付
、
曜
日
を
間
違
え

　

る
こ
と
が
あ
る

◇
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
は
な

　

い
★
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
★

□
体
験
し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
る

□
物
忘
れ
を
自
覚
で
き
な
い

□
ヒ
ン
ト
を
だ
し
て
も
思
い
出
せ

　

な
い

□
年
次
や
日
付
、
季
節
が
わ
か
ら

　

な
く
な
る

□
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る

加
齢
に
伴
う
物
忘
れ
と

認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ

の
違
い

　

認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
り
ま
す
。

「
認
知
症
の
本
人
に
は
自
覚
が
な

い
」
と
い
う
考
え
方
は
大
き
な
間

違
い
で
、
最
初
に
症
状
に
気
付
き
、

誰
よ
り
不
安
に
な
っ
て
苦
し
む
の

が
本
人
な
の
で
す
。

　

認
知
症
の
人
は
、
感
情
面
は
と

て
も
繊
細
で
す
。
温
か
く
見
守
り

適
切
な
援
助
を
受
け
れ
ば
、
自
分

で
や
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。
認
知
症
と
い
う
病
気
を

理
解
し
て
、
さ
り
げ
な
く
自
然
で

優
し
い
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
に

で
き
る
こ
と

　

少
子
高
齢
化
は
当
町
で
も
進
ん

で
き
て
お
り
、　

歳
以
上
の
高
齢

65

者
割
合
は　

％
を
超
え
ま
し
た
。

40

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
認
知
症

の
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
と
い
わ

れ　

歳
以
上
の
高
齢
者
の　

％
が

65

15

認
知
症
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
特
別
な
疾
患
で
は
な

く
誰
も
が
な
り
う
る
脳
の
疾
患
で

す
。
そ
の
た
め
、
認
知
症
の
人
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
単
に
支
え
ら
れ
る
側

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症

の
人
が
認
知
症
と
と
も
に
、
よ
り

良
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
認
知
症
っ
て
ど
の
よ

う
な
状
態
を
言
う
の
で
し
ょ
う
？

　

認
知
症
は
、
様
々
な
原
因
で
脳

の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
障
害

が
起
こ
り
、
生
活
す
る
上
で
支
障

が
出
て
い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。

早
期
に
診
断
し
上
手
に
対
応
し
て

い
け
ば
、
そ
の
後
の
経
過
や
介
護

の
負
担
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
記
憶
…
同
じ
こ
と
を
何
度
も
話

　

し
た
り
同
じ
よ
う
な
物
を
何
度

　

も
買
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

□
意
欲
…
何
と
な
く
元
気
が
な
か

　

っ
た
り
興
味
・
関
心
を
示
さ
な

　

く
な
っ
た

□
実
行
…
今
ま
で
出
来
て
い
た
こ

　

と
が
出
来
な
く
な
っ
た
り
慣
れ

　

た
道
具
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な

　

く
な
っ
た

□
不
安
…
些
細
な
こ
と
で
怒
っ
た

　

り
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た

認
知
症
っ
て
？

認
知
症
の
予
防
策
は
？

発
症
し
た
ら

　
　
　

治
ら
な
い
の
？

定
期
的
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け

た
り
と
、
普
段
か
ら
の
生
活
管
理

が
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
症
状
が
軽
い
段
階
の
う

ち
に
認
知
症
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
、
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、

薬
で
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
た

り
場
合
に
よ
っ
て
は
症
状
を
改
善

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

早
期
診
断
と
早
期
治
療
に
よ
っ

て
、
高
い
治
療
効
果
が
期
待
で
き

る
の
で
す
。

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
診

断
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
自
分
自

身
や
家
族
・
同
僚
、
友
人
な
ど
の

周
り
の
人
に
つ
い
て
「
も
し
か
し

て
認
知
症
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
症
状
に
気
付
い
た
ら
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
先
◎

　

認
知
症
が
心
配
に
な
り
ま
し
た

ら
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師
（
☎

6
7
‐
2
2
9
9
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
大
部
分
を
占
め
る

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」

や
「
脳
血
管
性
認
知
症
」
は
、
生

活
習
慣
病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
な
ど
）
と
関
連
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
野
菜
・
果
物
・
魚
介

類
の
豊
富
な
食
事
を
心
掛
け
た
り
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保健福祉課からのお知らせ

高額療養費の見直高額療養費の見直ししについてについて

後期高齢者医療制度のお知らせ

〔問合せ先　保健福祉課国保係　TEL：64－3313〕

全国健康保険協会北海道支部
（協会けんぽ）からのお知らせ

★ジェネリック医薬品にかえてみませんか？

　加入者皆様の薬代の負担軽減や健康保険財政の改

善につながり、今後の医療費や保険料率の伸びが抑

えられることから、協会けんぽでは『ジェネリック医

薬品』の普及を推進しています。ぜひこの機会に、か

かりつけ医師や薬剤師へジェネリック医薬品の処方

について相談してみてください。

★禁煙・分煙の取組について

　北海道は全国的に見て、喫煙率が高い地域です。

　協会けんぽ北海道支部では、喫煙対策を通じて加

入者皆様の健康を守る様々な取組を行っています。

　ぜひ、協会けんぽホームページをご覧ください。

☆全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部　

　TEL:011‐726‐0352（代表）　　　

　http://www.kyoukaikenpo.or.jp　

身体・知的障害者相談員
～ 気軽にご相談ください ～

　町では、身体や知的に障害のある人たちの相談を

受けたり指導を行ったりする障害者相談員を設置し

ています。

　また、相談員は道の地域相談員も兼ねていますの

で、障害者に対する虐待や差別等の不利益な扱いに

関する相談も受け付けています。

　障害のある人たちを支援する「身近な相談役」にお

気軽にご相談ください。

町身体障害者相談員（兼道地域相談員）

　小　池　利　昭さん（新　町）　TEL：64－3647

町知的障害者相談員（兼道地域相談員）　

　長谷川　義　晴さん（赤沼町）　TEL：64－3941

★問合せ先★

　　保健福祉課福祉介護係 TEL：64－3319
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保健福祉課からのお知らせ
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

　6月26日（月）、厚沢部建設協会（能登谷謙一

会長）が、道の駅公園駐車場（緑町）の白線の

引き直し作業をボランティアで行いました。

　作業には会員15社18人が参加。20台分の駐

車スペースに墨引きで目印の直線を引きガ

ムテープで養生。白線を手際よく引き直し、

瞬く間に鮮明なラインがよみがえりました。

　能登谷会長は「日頃お世話になっている町

や地域に対し恩返しの気持ちで作業を行っ

ている。これからも継続していきたい」と語

りました。

町民皆様のご理解ご協力をお願いいたします町民皆様のご理解ご協力をお願いいたします！！

新規就農した阿部さんに鮎が当たり「営農頑張れ～！」との激励に照れ笑新規就農した阿部さんに鮎が当たり「営農頑張れ～！」との激励に照れ笑いい

地域への恩返しのため力を結地域への恩返しのため力を結集集
町建設協会が地域貢献活動を実町建設協会が地域貢献活動を実施施

犯罪や非行のない幸福な社会犯罪や非行のない幸福な社会へへ
第67回『社会を明るくする運動第67回『社会を明るくする運動』』

厚沢部産喜多里を広めよう厚沢部産喜多里を広めよう！！
第11回『喜多里を楽しむ夕べ第11回『喜多里を楽しむ夕べ』』

華麗な投球フォーム？！バランス崩せどナイスコントロールの月居投華麗な投球フォーム？！バランス崩せどナイスコントロールの月居投手手

歳取れど 技術と闘志は 衰え歳取れど 技術と闘志は 衰えずず
第12回『檜山カップミドルシニア大会第12回『檜山カップミドルシニア大会』』

　7月12日（水）、本格焼酎『喜多里を楽しむ夕

べ（札幌酒精工業㈱主催）』が、町民交流セン

ターあゆみで開催され、町民や檜山振興局職

員ら約250人が参加しました。　

　この『喜多里を楽しむ夕べ』は厚沢部産

100％の原料で造られた喜多里の初出荷を記

念し、町民に味わってもらおうと企画され、

今回で11回目を迎えました。

　喜多里入り三升甕や鮎などの豪華景品が

当たる抽選会では、町長や当選者らの軽快な

トークもあり楽しい時間となりました。

　7月4日（火）、『社会を明るくする運動内閣

総理大臣メッセージ』及び『青少年の非行・被

害防止道民総ぐるみ運動北海道知事メッ

セージ』が、松橋副町長に伝達されました。

　この『社会を明るくする運動』は、家庭や学

校、地域社会をはじめ国民一丸となって、犯

罪や非行のない安全で安心な明るい地域社

会を築こうとする全国的な取組です。

　町では、社会を明るくする運動を広げるた

めに、保護司会や更生保護女性会などが中心

となり日々活動を行っています。

参加された皆様、忙しい中ありがとうございました参加された皆様、忙しい中ありがとうございました！！

　7月15日（土）、40歳以上が出場できる『第12

回檜山カップミドルシニア野球大会』が総合

グラウンドで開催され、厚沢部町と今金町、

せたな町から3チーム45人が出場しました。

　過去2度優勝の厚沢部アダルトは、40代前

半が主力の両チームに惜敗し最下位となっ

たものの、5打数5安打の鹿能剛選手や6回ま

でノーヒットピッチングの月居隆之投手な

ど随所に好プレーが見られました。

　町内ではナイター野球を開催中。興味のあ

る方は、野球連盟事務局（役場℡64-3314）へ。
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

1つ1つの行事で保育所児は成1つ1つの行事で保育所児は成長長
第47第47回回『『館保育所運動館保育所運動会会』』
　7月1日（土）、今年度町内保育所と小中学校

運動会のトリとなる『第47回館保育所運動

会』が、館小学校体育館で開催されました。

　会場には保護者や祖父母、親戚らが大勢来

場。練習の成果を出そうと一生懸命取り組む

保育所児に大きな声援を送っていました。

　なお、町内3保育所では地域の自然や文化、

伝統行事などを体験できる活動を行ってお

り、各保育所の活動風景は『町ホームページ

保育所ブログ（http://www．town.assabu.lg.jp）』で

発信していますので、ぜひご覧ください。 保護者らが見守る前でのヨサコイ保護者らが見守る前でのヨサコイ。。年長児だけに落ち着いた演舞年長児だけに落ち着いた演舞

余裕の笑顔で出動余裕の笑顔で出動！！（ポンプ車走行体験より（ポンプ車走行体験より））

火事と救急と救助は「119」火事と救急と救助は「119」にに
厚小4年生が厚沢部消防署で社会科見厚小4年生が厚沢部消防署で社会科見学学

防火服に身をまとい、水しぶきとともに瞳もキラリ防火服に身をまとい、水しぶきとともに瞳もキラリ☆☆（放水体験より）（放水体験より）

ストレッチャーに横になり血圧測ストレッチャーに横になり血圧測定定（救急資機材見学より）（救急資機材見学より）

農家さんが多い館らしい競技農家さんが多い館らしい競技。。厚沢部産ポップコーンを種目に厚沢部産ポップコーンを種目に！！ カンボジア人農業実習生と一緒カンボジア人農業実習生と一緒にに厚沢部音頭厚沢部音頭！！

　6月21日（水）、厚沢部小学校（小助川浩校

長）の4年生19人が、社会科見学の授業を厚沢

部消防署（相馬優署長）で行いました。

　児童は消防署署員の指導の下、放水やポン

プ車走行、空気呼吸器の着装や油圧救助器具

の取扱などを体験。放水時には子ども用の防

火服を着用し真剣な表情で臨んでいました。

　放水体験を終えた早川李哉君は「水の勢い

がすごい！」と体感し、沼下歩生さんは「ホー

スがすごく重い！」と消防士の大変さを実感

していました。
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み
な
さ
ん
は
「
と
う
も
ろ
こ
し
」

と
聞
い
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
後
に
述

べ
る
「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
」
の
こ
と

を
想
像
す
る
方
が
一
番
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、「
と
う
も
ろ
こ
し
」
と

一
口
に
言
っ
て
も
そ
の
種
類
は

様
々
で
す
。

①
デ
ン
ト
コ
ー
ン
（
馬
歯
種
）

　

フ
リ
ン
ト
コ
ー
ン
（
硬
粒
種
）

　

実
は
、
国
内
で
最
も
多
く
消
費

さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
品
種
で

す
。
し
か
し
、
流
通
し
て
い
る
も
の

は
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
外
国
産
で
す

（
栽
培
し
て
い
る
酪
農
家
も
い
る

が
自
家
消
費
の
た
め
含
ま
な
い
）
。

　

主
に
酪
農
や
畜
産
の
飼
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
ー

ン
ス
タ
ー
チ
や
コ
ー
ン
オ
イ
ル
に

加
工
さ
れ
た
り
コ
ー
ン
系
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
の
主
原
料
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
甘
味
種
）

　

粒
皮
が
柔
ら
か
く
、
甘
い
の
が

特
徴
で
茹
で
て
そ
の
ま
ま
食
べ
ま

す
。
一
般
的
に
と
う
も
ろ
こ
し
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
こ
の
品
種

で
、
色
の
違
い
か
ら
「
イ
エ
ロ
ー
種

（
粒
が
全
て
黄
色
）
」「
バ
イ
カ
ラ
ー

種
（
黄
色
と
白
色
の
粒
の
割
合
が

3
対
1
）
」「
ホ
ワ
イ
ト
種
（
粒
が
全

て
白
色
）
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
で
は
バ
イ
カ
ラ
ー
種

が
多
く
作
ら
れ
て
お
り
、
農
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
も
品
種
試
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
1
番
穂
を

収
穫
し
ま
す
が
、
2
番
穂
も
若
採

り
す
る
こ
と
で
、
ヤ
ン
グ
コ
ー
ン

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

③
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
（
爆
裂
種
）

　

加
熱
す
る
と
弾
け
て
膨
ら
む
の

が
特
徴
で
す
。
映
画
館
や
遊
園
地

等
で
調
理
し
た
も
の
が
多
く
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
外
国
産
で
す
。
し
か
し
、
厚
沢

部
町
で
も
2
0
1
2
年
か
ら
栽
培

が
始
ま
り
、
年
々
生
産
量
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

と
う
も
ろ
こ
し
の
い
ろ
い
ろ

か
り
、
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
相
続
制
度
で
す
が
、
今

年
5
月　

日
か
ら
『
法
定
相
続
情

29

報
証
明
制
度
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
従
来
ど
お

り
相
続
人
全
員
の
戸
籍
を
集
め
る

必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
全
て

の
戸
籍
謄
本
を
い
ち
い
ち
各
機
関

に
提
出
す
る
必
要
が
無
く
な
る
制

度
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
制
度
で
す
が
、
利
用
す
る
と
大

変
便
利
な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
の
身
近
な
こ
と
で

何
か
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
無
料
で
相
談
に
応
じ

ら
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対
応

し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

米
山　

清
貴
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

相
続
制
度
っ
て
や
や
こ
し
い
？

　

「
相
続
」
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
葬
儀

も
大
変
で
す
が
、
そ
の
後
の
相
続

関
係
で
い
ろ
い
ろ
と
面
倒
な
手
続

き
が
待
ち
構
え
て
い
た
り
し
ま

す
。
親
が
多
額
の
預
貯
金
を
残
し

て
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
子
が

金
融
機
関
に
親
の
預
貯
金
を
引
き

出
し
に
行
っ
て
も
、
す
ぐ
に
引
き

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
戸
籍

を
取
り
寄
せ
た
り
、
他
に
相
続
人

が
い
た
ら
、
そ
の
相
続
人
の
印
鑑

登
録
証
明
書
が
必
要
に
な
っ
た
り

も
し
ま
す
。
数
人
し
か
相
続
人
が

い
な
け
れ
ば
、
相
続
人
が
協
力
し

合
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
も

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
相
続
人
が
1
0
0
人

近
く
に
な
る
と
、
と
ん
で
も
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
前
任
地
で
経
験
し
た
事
案

で
は
、　

人
近
く
の
相
続
人
が
い

60

る
遺
産
分
割
の
案
件
を
受
任
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
相
続
人
を

調
べ
る
だ
け
で
か
な
り
時
間
が
か

　

7
月　

日　

、
北
海
道
日
本
ハ

18

（火）

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
厚
沢
部
後
援
会

（
佐
藤
準
会
長
）
が
2
0
1
7
応
援

ツ
ア
ー
第
1
弾
を
実
施
し
、
後
援

会
員
ら　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

35

　

函
館
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
試
合
は
首
位
・
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
に
力
負
け
し
た
も
の

の
参
加
者
は
応
援
ツ
ア
ー
開
幕
戦

を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

西
川
選
手
の
大
フ
ァ
ン
、
野
戸

ひ
と
み
さ
ん
・
水
野
ゆ
か
り
さ
ん

姉
妹
は
「
試
合
は
負
け
た
け
ど
近

く
で
西
川
選
手
を
見
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
手
作
り
ボ
ー
ド
を
手

に
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム

厚
沢
部
後
援
会
が

応
援
ツ
ア
ー
を
実
施

▲「ハイタ～ッチ」は1回だけ・・・（涙）

69Vol.
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上
里
町
内
会
で
は
、
宝
く
じ
の

助
成
金
で
「
災
害
対
策
用
備
品
」
を

整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
助
成
事
業

は
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収

入
を
財
源
に
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
災
害
対
策
用
備
品
を
整

備
し
た
上
里
町
内
会
は
、
自
主
防

災
力
の
向
上
が
更
に
図
ら
れ
ま
し

た
。 上

里
町
内
会
が

『
災
害
対
策
用
備
品
』

を
整
備

　

「
ウ
ツ
ラ
」
の
語
源
と
し
て
現
在

有
力
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
、「
ウ

ト
ゥ
ル
」
で
す
。

　

道
東
・
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ
が
代

表
的
で
す
。
ウ
ト
ゥ
ル
は
「
～
の

間
」
と
い
う
意
味
で
斜
里
町
ウ
ト

ロ
の
場
合
は
「
ウ
ト
ゥ
ル
・
チ
・
ク

シ
」（
間
を
・
我
ら
が
・
通
る
と
こ

ろ
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
斜

里
町
史
』
）
。
狭
い
岩
の
間
を
通
っ

て
浜
と
部
落
を
行
き
来
し
た
と
こ

ろ
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

厚
沢
部
町
の
「
ウ
ツ
ラ
」
を
「
ウ

ト
ゥ
ル
」
地
名
と
し
て
解
釈
し
た

場
合
、
現
在
の
鶉
ダ
ム
周
辺
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま

す
。
鶉
ダ
ム
付
近
は
川
幅
が
急
に

狭
く
な
り
、
左
右
に
岩
が
迫
っ
て

い
る
地
形
で
す
（
こ
の
地
形
を
活

か
し
て
ダ
ム
が
作
ら
れ
ま
し
た
）
。

鶉
地
区
で
「
ウ
ト
ゥ
ル
」
に
該
当
す

る
場
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、『
こ
こ

を
お
い
て
他
に
は
な
い
』
と
私
は

考
え
ま
す
。

　　

右
の
図
は
明
治　

年
に
鶉
山
道

19

が
開
削
さ
れ
た
と
き
に
描
か
れ
た

図
（
『
鶉
山
道
図
鑑
』
石
田
雪
渓
）
で

す
。
現
在
の
鶉
ダ
ム
の
と
こ
ろ
が

描
か
れ
た
図
で
す
が
、
岩
の
間
を

道
が
通
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
う
し
た
岩
の
間
を
通
る

場
所
が
「
ウ
ト
ゥ
ル
」
と
呼
ば
れ
、

「
ウ
ツ
ラ
」
地
名
の
語
源
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
学
芸
員
講
座
講
座

「
鶉
」
地
名
の
謎
を
さ
ぐ
る
⑤

住
民
年
金
係
た
よ
り

た
よ
り

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当

★
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま

た
は
母
の
一
方
か
ら
し
か
養
育
を

受
け
ら
れ
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
の

制
度
で
受
給
資
格
者
は
次
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
児
童
（　

歳
に
達

18

す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月　

日
31

迄
の
間
に
あ
る
者
）
を
監
護
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
や
父
母
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
児
童
が

心
身
に
一
定
の
障
害
を
有
す
る
場

合
は　

歳
未
満
迄
）

20

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

　

（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
1
級

　

相
当
）
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　

で
な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
1

　

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

　

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
1
年

　

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
未
婚
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

☆
支
給
額 
（
月
額
・
対
象
児
童
1

　

名
の
場
合
）

○
全
部
支
給
…
4
2
，
3
3
0
円

○
一
部
支
給
…
所
得
に
応
じ
て
、

　

4
2
，
3
2
0
円
か
ら
9
，
9
9

　

0
円
ま
で　

円
き
ざ
み
の
額

10

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
満

　

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
増
進
を

20図
る
た
め
の
制
度
で
、
受
給
資
格

者
は
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

児
童
の
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
で
す
。

◎
支
給
額
（
月
額
）

○
1
級　

5
1
，
4
5
0
円

○
2
級　

3
4
，
2
7
0
円

　

両
手
当
は
住
所
地
の
役
場
で
認

定
請
求
書
を
提
出
し
知
事
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

☆
問
合
せ
先　

住
民
年
金
係

☎

6
4
‐
3
3
1
3
へ

▼

『
鶉
山
道
図
鑑
』
第　

号
字
稲
倉
石

30



14

図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

８
月
。
お
盆
の
お
墓
参
り
も
あ
り
、
何
か
と
怪
談
や
怖
い
話
が
盛
り
上
が

る
季
節
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
こ
わ
～
い
話
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「本当は怖い漢字の本」

（出口 汪 著）　会話のちょっとしたネタに。
　カラーイラストでわかりやすく漢字の

ルーツをたどろう。普段、何気なく使ってい

るあの漢字の成り立ちはとても怖かった！

　漢字150字以上掲載。

　

●
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
ご
予
約
を
承
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
や
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「怪談５分の恐怖（シリーズ）」

（中村 まさみ 著）　ほんとうにあった怪談短編集シリーズ。
　１話５分間以内で読み切れる実話の怪談

が次々と読者にせまりくる！

※現在「見てはいけない本」「病院裏の葬り

塚」が図書館にあります。

今月の簡単レシピ

　トマトをまるごとすりおろし、めんつゆと併せ

ることで、さっぱりとした清涼感ある味に仕上が

ります。夏にたくさん採れたトマトを『冷凍トマ

ト』として保存している家庭も多いと思いますが、

様々な麺料理のつゆに加えるのもおすすめです！

トトトトトトトトトトママママママママママトマトトトトトトトトトトト

そそそそそそそそそそううううううううううめめめめめめめめめめそうめんんんんんんんんんんん

食改さんのコメ
ント

【材料】（２食分）

☆トマトめんつゆ（でき上

がり約１と１/２カップ）

・トマト　大２個

・めんつゆ（３倍濃縮）

　１/２カップ

・水　１/２カップ

・酢　大さじ２

・そうめん　２束

・鶏むね肉　80ｇ

・酒、塩こしょう　適量

・黄パプリカ　１/４個

・ブロッコリー　１/４房

【作り方】
☆トマトめんつゆ・・・トマトは皮ごとす
りおろし最後にヘタを抜く。調味料と混
ぜ冷蔵庫で保管する。
①鶏むね肉に酒、塩こしょうをなじませ
　レンジで３分程加熱。熱が冷めたら、
　手で細かく裂く。
②そうめんは規定どおりにゆで、冷水に
　移してから水気を切る。
③パプリカは薄切りにし、ブロッコリー
　はさっとゆでる。
④器にそうめんを盛り、鶏肉、パプリカ、
　ブロッコリーを飾る。食べる直前にト
　マトめんつゆをかける。

エネルギー  426kcal
塩分　   　　　3.7g

食生活
改　善
協議会

、
(
財
)
北
海
道
青
少
年
育
成
協

会
で
は
、
平
成
１
２
年
７
月
１
０
、

　
　

北
海
道
青
少
年
育
成
協
会
で

（財）
は
、
家
庭
が
果
た
す
役
割
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
た
め
家
族
が
団

ら
ん
で
き
る
機
会
を
持
つ
日
と
し

て
毎
月
第
3
日
曜
日
を
「
道
民
家

庭
の
日
」
と
定
め
、 
北
海
道
、
北
海

道
教
育
委
員
会
、
北
海
道
警
察
、
厚

沢
部
町
教
育
委
員
会
等
と
と
も
に

明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。 
皆
さ
ん
も
自
分
の

家
庭
を
ふ
り
返
り
、
家
庭
や
家
族

の
あ
り
方
、
地
域
住
民
と
の
付
き

合
い
方
な
ど
を
考
え
、
毎
月
第
3

日
曜
日
は
家
庭
の
ぬ
く
も
り
や
、

ご
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
日
と
し
ま
し
ょ
う
！

道
民
家
庭
の
日
と
は



15

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

８月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり

　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

８月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日（4日予約のみ）
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は25日午前のみ）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　1・2・9・10・15・16・23・24・29・30日
午後　9・23日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　10・24日（予約以外は10時迄に受付）
午後　2・16・23日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　4・18日神 経 内 科

診 療 日診 療 科

　月曜日～金曜日（祝祭日は休診）
内 科
外 科

　 8月01日（火）・02日（水）・

    　    8日（火）・09日（水）・

 　  　22日（火）・23日（水）・

　　   29日（火）・30日（水）

眼 科

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。

　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。

　 皆様のご理解ご協力をお願いします。

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★「えさし子どもの健康セミナー」を開催★

　道立江差病院では、「えさし子どもの健康セミナー」を

下記のとおり計画しています。

　このセミナーは、子育て中の親御さんはもちろん、子ど

もの医療・福祉関係の方、幼稚園・保育所・学校の職員の方

も対象にしています。

　医療に対する知識を深めていただくため、当院小児科

医の野上先生が、毎回テーマを決めて説明します。

　第2回のテーマは「アレルギー」です。小さな子ども連れ

の方も歓迎いたします。お気軽にお越しください！

　日　時：8月25日（金）18時より（1時間程度）

　場　所：江差町保健センター（江差町役場内）

　

※3回目以降は下記テーマでの開催を予定しています。

第3回「予防接種と感染症」

①予防接種の本当の意義を伝えたい！

②溶連菌、アデノ、ノロ、ロタ…ってどんなものなの？

第4回「薬と自宅での治療」 

①その薬、自宅でどう使う？

②風邪に抗生剤は効かないって本当？（・・・実は少し嘘）

第5回「未定」　ご希望により開催します。

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ
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★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

事
業
案
内
の
お
知
ら
せ

申込締切受講料時　間日　程住民講座・職業訓練名

8月11日（火）

各 2,000円10：00～12：00

8月02日（水）

フラダンス教室

8月22日（火）8月23日（水）

8月14日（月） 6,000円18：30～20：30
8月22日（火）

～25日（金）  
ワード初心者講習

8月21日（月） 6,000円18：30～20：30
8月29日（火）

～9月1日（金）  
エクセル初心者講習

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、
精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
（
8
月　

日　

午
前
中
迄

17

（木）

に
）
申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

8
月　

日　
 

22

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

★
江
差
町
文
化
会
館

○
8
月
1
日　
（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

○
8
月　

日　
17

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

★
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
8
月　

日　
23

（水）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

行行

８８

 
＆＆ 事事

おお

知知
らら
せせ

8
月　

日
は
「
個
人
事
業
税
」

31

第
1
期
分
の
納
期
限
で
す
！

　

個
人
事
業
税
は
個
人
で
事
業
を

営
む
人
に
課
税
さ
れ
る
道
税
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

檜
山
振
興
局
税
務
課

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
6
4
7
3

　

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
が
主
催
す
る
左
記
の

取
組
に
当
町
も
参
加
し
、
使
用
済

み
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

本
体
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
用
と
な
っ
た
「
携
帯
電
話
・

ス
マ
ホ
」
を
回
収
し
て
い
ま
す

★
回
収
に
つ
い
て

☆
品
目
…
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
本
体
（
充
電
器
は
対
象
外
）

☆
場
所
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
小
型
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

◆
問
合
せ　

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　

☎

6
4
‐
3
3
1
9
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樺
樺

樺
樺

戸 籍 の 窓
（7月21日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－13）2,3361,2291,1071,162下地区

（－1）698357341339鶉地区

（±0）979512467471館地区

（－14）4,0132,0981,9151,972全　町

平成29年6月末日現在

滝　野　上田　武司さん（169歳）6/24

新　町　岩﨑　　勇さん（189歳）6/26

館　町　澁田　サダさん（182歳）6/27

本　町　工藤　信滿さん（181歳）6/28

富　里　北嶋　富男さん（180歳）7/13

赤沼町　増田　貞子さん（103歳）7/14

館　町　伊勢谷　一さん（182歳）7/11

館　町　成田キミヱさん（187歳）7/19

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

3件今月の寄附件数

45,000円今月の寄附金額

9件
平成29年度
寄附件数累計

230,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（7月21日届出分まで）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

館
町
・
稲
船
マ
ツ
ノ
さ
ん
か
ら

5
0
，
0
0
0
円

　

館
町
・
澁
田
實
さ
ん
か
ら

5
0
，
0
0
0
円

　

新
町
・
岩
崎
祐
子
さ
ん
か
ら

5
0
，
0
0
0
円

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　

埼
玉
県
・
高
田
靖
志
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

おくやみもうしあげます

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日０５９連続

平成29年7月21日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　  ８月26日（土）は、休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　  ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

８
月
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

※外国人住民を含む

電話番号病院名当番日

52-1366勤医協江差診療所8月6日（日） 

52-0036道立江差病院11日（祝） 

55-2017上ノ国診療所13日（日） 

52-0036道立江差病院20日（日） 

52-1070佐々木病院27日（日） 

― ８月の行事＆お知らせ ―

北海道立江差高等看護学院からのお知らせ

北海道立江差高等看護学院

平成30年度入学生の募集について
　恵まれた自然と歴史・伝統を誇る江差の町で看護師を目指しませんか！

　北海道立江差高等看護学院では平成30年度の入学生を募集しています。

　【受験区分】　一般入学・推薦入学・社会人入学

　【募集定員】　合計40名（推薦・社会人入学試験を含む）

　【試験日程】　（ 一般 ）平成30年1月9日（火）～10日（水）

　　　　　　　（推・社）平成29年10月18日（水）

　【出願期間】　（ 一般 ）平成29年11月27日（月）～12月8日（金）

　　　　　　　（推・社）平成29年8月28日（火）～9月8日（金）

　【募集要項】　

　　募集要項及び出願に必要な各書類は本学院窓口で配布しているほか、

　下記ホームページでも閲覧・ダウンロードができます。

　　インターネットが利用できない場合は、電話で問い合わせください。

　■問い合わせ先   北海道立江差高等看護学院（緯52-1417)   

　　　　　　　　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/ekg/

おたんじょうおめでとう！

緑　町　小　沢　 侶　維 くん 　 6/22
ろい

　  　 （迅さん　幸恵さんの子）

赤沼町　由　利　 学　都 くん  　6/26
まなと

　  　 （直喜さん　麗華さんの子）

滝　野　吉　川　 真　央 ちゃん  6/29
まお

   　   （英徳さん　聖子さんの子）
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 時 
と

 間 
き

刻 む
を

　

厚
沢
部
町
を
含
む

檜
山
管
内
は
人
口
減
少
率
の
割
合

が
高
く
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化

対
策
が
、
こ
の
地
域
一
帯
の
緊
迫

し
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
現
況
を
踏
ま
え
、
当
町
で

は
平
成　

年
3
月
、『
厚
沢
部
町
素

21

敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
』
を
制
定
。「
世
界
一
素
敵
な
過

疎
の
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
都

市
部
と
の
交
流
に
よ
る
移
住
者
の

獲
得
並
び
に
滞
留
人
口
の
拡
大
等

を
目
的
と
し
て
、
移
住
交
流
施
策

の
取
組
を
積
極
的
に
始
め
た
。

　

ま
た
、
同
年
9
月
に
は
移
住
交

流
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て

『
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
（
代
表
取

締
役
・
渋
田
正
己
町
長
）
』
を
設
立
。

『
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
』
体
験
事
業
を

中
心
と
し
た
移
住
交
流
施
策
を
幅

広
く
展
開
す
る
な
ど
地
域
活
性
化

の
推
進
団
体
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
。

　

今
後
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
へ
の

取
組
を
シ
リ
ー
ズ
掲
載
。
今
回
は

ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
。

『『『『『『『『『『『『『『『ちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととと暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららちょっと暮らししししししししししししししし』』』』』』』』』』』』』』』 かかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららから
『『『『『『『『『『『『『『『ずずずずずずずずずずずずずず～～～～～～～～～～～～～～っっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととと暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららず～っと暮らししししししししししししししし』』』』』』』』』』』』』』』 へへへへへへへへへへへへへへへ挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑

▲それぞれ雰囲気が違うちょっと暮らし住宅（左から本町にあるＡ棟とＢ棟、上里にあるＣ棟とＤ棟、Ｅ棟）

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

『
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
』

シ
リ
ー
ズ
Ⅰ

５
棟
あ
る
体
験
住
宅

　

現
在
、
町
内
に
は
『
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
体
験
住
宅
』
が
本
町
に
2
棟
、

上
里
に
3
棟
の
計
5
棟
（
下
記
参

照
）
あ
り
過
疎
づ
く
り
㈱
が
運
営
。

住
宅
の
外
観
や
内
装
は
、
そ
れ
ぞ

れ
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
た
設
計
と

な
っ
て
お
り
利
用
者
が
再
訪
問
し

た
く
な
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

魅
力
的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー

　

滞
在
中
は
厚
沢
部
町
の
住
み
や

す
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
た
め
過
疎

づ
く
り
㈱
職
員
が
「
あ
っ
さ
ぶ
愛
」

を
前
面
に
案
内
。
さ
ら
に
、
魅
力
的

な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
に
用
意

し
、
老
若
男
女
を
厚
沢
部
フ
ァ
ン

に
つ
な
げ
る
た
め
の
思
い
が
感
じ

ら
れ
る
。

町
民
と
の
交
流
機
会
を

　

7
月
の
あ
る
日
。
町
民
交
流
セ

ン
タ
ー
調
理
室
で
、
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
体
験
中
の
3
組
に
メ
ー
ク
イ

ン
コ
ロ
ッ
ケ
料
理
教
室
を
開
催
。

講
師
に
は
メ
ー
ク
イ
ン
コ
ロ
ッ
ケ

コ
ン
テ
ス
ト
（
過
疎
づ
く
り
㈱
主

催
）
で
3
度
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
長
原
雅
子
さ
ん
（
富
栄
）
が
務
め

あ
っ
さ
ぶ
味
を
伝
授
。
兵
庫
県
か

ら
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
に
来
て
い
た

川
瀬
紀
美
子
さ
ん
（　

歳
）
は
「
厚
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沢
部
の
方
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
地

元
の
食
材
で
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
り
充

実
し
た
時
間
で
し
た
」
と
笑
顔
。
長

原
さ
ん
は
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
の

体
験
者
と
会
う
の
は
初
め
て
。
い

ろ
い
ろ
話
が
聞
け
て
楽
し
か
っ

た
。
町
民
と
の
交
流
機
会
が
も
っ

と
あ
っ
て
も
い
い
ね
」
と
語
っ
た
。

『
ず
～
っ
と
暮
ら
し
』
へ
の
挑
戦

　

8
年
間
で
延
べ
5
5
0
組
の
利

用
者
も
、
移
住
実
績
は
な
い
。
町
や

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
は
、
移
住

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
認
識
し
つ

つ
も
白
旗
を
上
げ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
次
回
は
移
住
定
住
に
向

け
た
新
た
な
挑
戦
を
紹
介
す
る
。

▼

長
原
さ
ん
の
コ
ロ
ッ
ケ
教
室

▼
長
年
の
念
願
だ
っ
た
『
給
食

セ
ン
タ
ー
』
が
完
成
。
今
月　
18

日
よ
り
学
校
給
食
を
始
め
る
。

こ
れ
ま
で
は
江
差
町
に
あ
る

給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
配
送
。
週

２
度
の
米
飯
の
日
に
は
家
か

ら
ご
飯
を
持
参
。
今
後
は
あ
っ

さ
ぶ
の
子
に
「
温
か
い
ご
飯
」

を
提
供
で
き
各
家
庭
の
負
担

も
軽
減
す
る
。
し
か
も
、
こ
の

給
食
セ
ン
タ
ー
は
学
校
給
食

だ
け
で
な
く
保
育
所
給
食
と

高
齢
者
へ
の
配
食
も
行
う
『
総

合
給
食
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
整

備
さ
れ
た
。
全
国
で
も
他
に
類

を
見
な
い
『
厚
沢
部
町
総
合
給

食
セ
ン
タ
ー
』
で
農
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
厚
沢
部
町
の
「
地

産
地
消
」
と
「
厚
沢
部
な
ら
で

は
の
食
育
」
を
推
進
で
き
る
。

「
厚
沢
部
産
食
」
を
活
用
し
、

「
厚
沢
部
町
色
」
を
打
ち
出
し
、

幼
児
や
児
童
生
徒
、
先
生
、
高

齢
者
、
農
業
者
ら
の
笑
顔
が
広

が
る
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
に

な
る
こ
と
を
期
待
。
今
後
の
運

営
や
事
業
展
開
に
注
目
だ
！

▼
居
住
地
や
年
代
、
職
業
に

よ
っ
て
異
な
る
昼
食
の
形
。

「
皆
さ
ん
は
学
校
給
食
や
弁
当

生
活
で
の
思
い
出
は
あ
り
ま

す
か
？
」
私
の
一
番
の
思
い
出

は
「
高
校
時
代
の
母
親
弁
当
」
。

小
・
中
学
生
の
学
校
給
食
か
ら

弁
当
生
活
と
な
り
蓋
を
開
け

る
ま
で
は
中
身
が
分
か
ら
な

い
弁
当
に
「
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
」
。

こ
ん
な
息
子
の
心
を
知
っ
た

母
親
の
母
性
本
能
に
火
が
点

い
た
の
か
徐
々
に
中
身
は
個

性
（
奇
抜
）
化
。「
匂
い
」
や
「
音
」

を
発
す
る
私
の
弁
当
は
、
い
つ

の
間
に
か
教
室
の
注
目
の
的
。

思
春
期
の
自
分
。
周
囲
に
気
付

か
れ
ま
い
と
「
毎
回
ド
キ
ド

キ
」
し
な
が
ら
弁
当
を
開
け
て

い
た
高
校
時
代
を
思
い
返
す
。

▼
「
喜
ば
せ
よ
う
と
思
っ
て
」

母
親
が
話
し
た
弁
当
の
意
図
。

今
と
な
れ
ば
そ
の
思
い
は
嬉

し
い
が
、
そ
の
頃
は
・
・
・
。（
三
）
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